
●講義の概要
　東アジアは、第二次世界大戦後に独立を果たして以降もな
お、19世紀に定着した「アジア的停滞」論の延長で語られる
ことが多く、長らく「停滞」のイメージが支配的であった。
しかし、1979年にOECDが『新興工業国の挑戦』と題するセ
ンセーショナルなレポートを発表してNIESの工業化の成功を
喧伝して以降、東アジアは「成長」の代名詞として語られる
ようになった。
その後、世界銀行が『東アジアの奇跡』（1993年）と題する報
告書を発表するに及んで、「成長するアジア」像は揺るぎない
ものになった。
　この講義では、「アジア的停滞」から「東アジアの奇跡」へ
の「パラダイム転換」（その時代に支配的であった思考の枠組
みの劇的な変化）がどのようにして起こったのかという点に
ついて、東アジアの文化との関係を意識しながら考えてみた
い。さらに、経済発展と社会発展の関係についてNIESを歴史
的事例として考えてみたい。

●講義の到達目標
　東アジアの経済発展とそれらの国の文化との関係、ならび
に経済発展と社会の変容について理解を深めることを目標と
する。

●講義計画
第 1 回：「アジア的停滞」論の系譜（戦前および戦後）
第 2 回：パラダイム転換の始まり
第 3 回：「東アジアモデル」としての賞賛
第 4 回：「東アジアモデル」とは何か
第 5 回：「後発性の利益」と「圧縮された発展」
第 6 回：「東アジアの奇跡」と「開発独裁」について
第 7 回：「不均衡開発戦略」と「先富論」について
第 8 回：東アジアの局地経済圏Ⅰ・華南経済圏
第 9 回：東アジアの局地経済圏Ⅱ・インドシナ経済圏
第10回：北東アジアの局地経済圏構想について
第11回：北東アジアの特殊性について
第12回：「儒教文化圏」について
第13回：グローバリズムとセイフティーネットについて
第14回：「市民社会」とは何か
第15回：まとめ

●成績評価基準と方法
　講義への出席、準備学習、受講態度などの授業への取り組
み（60％）とレポート（40％）により、総合的に判定する。

●テキスト又は参考文献
・テキスト
坂田幹男『ベーシック・アジア経済論』晃洋書房、2013年。
2300円（税別）
・参考文献
講義中、適宜紹介する。

●受講上の留意点
　東アジアの経済発展過程について関心を持ち、そして講義
計画に沿った予習をしておくことが必要である。

東アジアの社会と文化
担 当 者

開講時期 単　　位

河合　和男
前期 2

中国を中心に、住宅問題をめぐる比較研究
●講義の概要
　産業革命以来、住宅問題は世界各地において都市化や経済
発展などと表裏一体にして現れてきた。昨今、中国経済は急
速な都市化と経済発展を遂げている一方、蟻族現象に代表さ
れるような住宅問題が深刻化している。
　住宅問題の様相はそれぞれの国の経済社会システムと密接
な関係を持ち、その国の経済社会諸制度の抱える問題の凝縮
といっても過言ではない。経済社会が成熟した日本でも、種々
の住宅問題を抱えている。
　中国においても、世界においても、都市人口が全人口の過
半数を占めるようになった今、住宅問題が世界的な課題とな
り、問題の実態を正しく把握し解決に適切な政策を立案でき
る力が国を問わず求められている。
　本講義は中国において経済社会の変化の中で、住宅制度が
どのような意味合いを持ち、それぞれの時代において、住宅
問題がどうなっていたかを学び、日本や韓国の状況と比較し
ながら、中国の抱える住宅問題の特殊性を明らかにしていく。
最後に、グローバリゼーションが進んだ今、UN-HABITAT
の取り組みを学習し、世界的な視点で住宅問題を考察する。

●講義の到達目標
　住宅問題の歴史やその発生メカニズムをまず理解する。そ
の上で、中国の経済社会制度の変遷の中で住宅問題を捉えて、
住宅問題と経済社会システムとの関係を究明する力を養い、
さらに、他国の事例を参照し、比較研究の視点を身に付けて
いく。

●講義計画
第 1 回：住宅問題とは何か
第 2 回：社会主義計画経済と社宅制度
第 3 回：市場経済への転換と住宅制度改革
第 4 回：中国の住宅問題と住宅政策
第 5 回：日本の住宅問題と住宅政策
第 6 回：韓国の住宅問題と住宅政策（特別講師が担当予定）
第 7 回：住宅問題とハビタットの取り組み

●成績評価基準と方法
評価方法
１．講義中の発表、質疑応答　70％
２．レポート提出　　　　　　30％
評価基準
１．産業革命、都市化と住宅問題発生との関係性を説明でき
るか。
２．各経済段階において、中国政府がどのようなスタンスで
住宅政策を展開していたかを区分して整理できるか。
３．中国の住宅制度と他のアジアの国々との相違を比較分析
できるか。

●テキスト又は参考文献
テキストは使用しない
毎回、講義の 1 週間前に資料配布

●受講上の留意点
配布資料を講義前に通読すること

比較地域特殊講義
担 当 者

開講時期 単　　位

閻　和平
前期 1

53

地
域
経
済
政
策
専
攻


